
【様式-1】 

河川事業の再評価項目調書 

事業名（箇所名） 小瀬川 E

お ぜ が わ

A総合水系環境整備事業 

実施箇所 小瀬川直轄管理区間内 

当該基準 再評価実施後一定期間（3 年）が経過している事業 

事業諸元 （水辺整備） 

① -1大竹
お お た け

地区（本町
ほ ん ま ち

箇所）河川管理用通路［H19～（実施中）］ 

   河川管理用通路、河川管理用階段、坂路 

①-2和木
わ き

地区河川管理用通路［H14～（実施中）］ 

   河川管理用通路、河川管理用階段、坂路 

①-3大竹
お お た け

地区（元町
も と ま ち

箇所）河川管理用通路［H13～H14 年度］ 

   護岸、河川管理用階段、坂路 

②小瀬
お ぜ

地区環境整備［計画］ 

   護岸、河川管理用階段、坂路 

事業期間 平成 13 年度～平成 35 年度 

総事業費（億円） 13.6 億円 残事業費（億円） 3.7 億円 

目的・必要性 小瀬川は、広島県と山口県の県境に位置し、その源を中国山地の 鬼ケ城山
おにがじょうやま

に発し、広島・山口県の県境を南流し、山口県 岩国市
い わ く に し

美和町
み わ ち ょ う

釜ヶ原
か ま が は ら

と広島県

大竹市
お お た け し

栗谷
く り た に

町
ちょう

沖ノ窪
お き の く ぼ

の県境で 玖島
く し ま

川を合わせ南下し、蛇行しながら東方に

流れを転じ、山口県 玖珂郡
く が ぐ ん

和木町
わ き ち ょ う

と広島県大竹市の工業地帯を経て、瀬戸内

海に注いでいる。 

小瀬川では、コンビナートが形成されている河口部を除き、現在でも豊かな
自然や、昔から続く左右岸異なる文化が存在しているほか、子ども達の健やか
な成長を祈る独特の風習である「ひな流し」も今なお続いている。 

（水辺整備） 

《大竹
お お た け

地区（本町
ほ ん ま ち

・元町
も と ま ち

箇所）、和木
わ き

地区河川管理用通路》 

事業箇所周辺の川沿いは、散歩やジョギング等、地域住民の交流や健康づく
りの場として利用されている。しかし、川沿いには交通量の多い堤防沿いの道
路のほかに歩行空間がないため、危険と隣り合わせの状況になっている。その
ため、川沿いを安全に移動することができる河川管理用通路などを整備する。 

《小瀬
お ぜ

地区環境整備》 

小瀬地区は、山陽道を下って 安芸
あ き

（広島県）から 周防
す お う

（山口県）に入る関

所 

に位置し、「小瀬川の渡し場」や「吉田松陰の歌碑」などの文化財を含め、数多
くの利用がある。また、対岸には「中津原水辺の楽校」が整備されている。し
かし、水辺に降りる河川管理用階段がなく、水辺では雑草や雑木が繁茂するな
ど、安全に水辺を利用することができず、対岸の「中津原水辺の楽校」との連
携も図られていない。そのため、安全に水辺に近づくことができる河川管理用
階段や坂路などを整備する。 

便益の主な根拠 （水辺整備） ①-1～①-３ ＣＶＭ  ② ＴＣＭ

 全体事業：支払意志額＝ 302 円／世帯／月、受益世帯数＝ 24,839 世帯 

    残事業 ：支払意志額＝ 280 円／世帯／月、受益世帯数＝ 24,839 世帯 

    年間利用者数の増加：93,167 人 

事業全体の 

投資効率性 

基準年度 平成 2６年度 

B:総便益 

(億円) 

C:総費用 

(億円) 

B/C B-C 

(億円) 

EIRR 

(%) 

全体事業 26.9 18.0 1.5 8.8 5.5 

残事業 25.6 3.4 7.5 22.2 28.3 
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【様式-1】 

事業の効果等 （水辺整備） 

＜大竹地区（本町・元町箇所）、和木地区河川管理用通路＞ 

・ 交通量が多い堤防道路ではなく、河川管理用通路を利用することにより、安全

に河川沿いを移動でき、ウォーキングコースの周回利用が可能となる。 

・ 河川管理用通路の整備により、中市堰～栄橋（国道 2 号）において水辺利用

の連続性が確保され、利用者の川への親しみが増す。 

・ 完成箇所については、朝夕の散策時間の利用者が多く、ウォーキング等のイベ

ントでも活用されるとともに、地元自治会、漁協、ＮＰＯ法人等による河川清

掃が定期的に行われている。 

＜小瀬地区環境整備＞ 

・雑草や雑木が繁茂している水辺を整備することによって、安全に水辺の利用が

でき、対岸の「中津原水辺の楽校」との連携も可能となる。 

社会情勢等の 

変化 

・ 沿川の大竹市、岩国市、和木町の人口は、平成 22 年現在で合計約 17.9 万人

であり、今後高齢化等により、大きく減少することが想定されている。 

・ 整備箇所は散策等の健康増進の場、水に親しむ場として多くの住民に利用され

ており、より安全に水辺が利用できるような整備が望まれている。 

事業の進捗状況 ・事業の進捗率は 72.8％（事業費ベース）である。（総事業費 13.6 億円のう

ち、整備済みは 9.9 億円） 

事業の進捗の見

込み 

＜大竹地区（本町箇所）、和木地区河川管理用通路＞ 

・ 平成 25 年 10 月に「かわまちづくり」計画に登録され、地域と連携した川づ

くりが進められており、今後事業進捗する上で支障はない。 

＜小瀬地区環境整備＞ 

・ 水辺環境整備に対する地域要望は強く、事業実施にあたり地域の意見を取り入

れながら行うこととしており、今後事業進捗する上で支障はない。 

コスト縮減や代

替案立案の可能

性 

・ 水辺整備にあたっては、近隣の別工事で発生する土砂を盛土へ流用すること等

によりコストの縮減を図る。また、除草作業や清掃などは、地域住民との協力

体制を確立することによりコストの縮減を図る。 

・ 事業の進捗状況、費用対効果を鑑み、継続実施が妥当であり、現状での代替案

を検討する必要がないと考えている。 

対応方針（原案） 継続 

対応方針理由 以上から、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられるため、継続が妥
当である。 

今後の事業の実施にあたっては、地域と協力体制を確立するとともに、新技
術・新工法等を活用し、コスト縮減に引き続き取り組み、効率的かつ効果的な
事業の執行に努める。 

その他 － 
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小
瀬

川
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業

再
評

価
説

明
資

料

平
成

２
６

年
１

２
月

１
６

日

中
国

地
方

整
備

局
太

田
川

河
川

事
務

所
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１
．

流
域

の
概

要

【
小

瀬
川

の
諸

元
】

流
域

面
積

：
3

4
0

k
m

2

幹
線

流
路

延
長

：
5

9
k
m

山
地

面
積

比
率

：
約

9
6

%

流
域

内
人

口
：

約
2

万
4

千
人

・
小

瀬
川

は
、

広
島

県
と

山
口

県
の

県
境

に
位

置
し

、
そ

の
源

を
中

国
山

地
の

鬼
ケ

城
山

、
羅

漢
山

な
ど

を
擁

す
る

連
山

の
広

島
県

廿
日

市
市

佐
伯

町
飯

山
に

発
し

、
広

島
・

山
口

県
の

県
境

を
南

流
し

、
山

口
県

玖
珂

郡
和

木
町

と
広

島
県

大
竹

市
の

工
業

地
帯

を
経

て
、

瀬
戸

内
海

に
注

ぐ
河

川
で

あ
る

。
・

江
戸

時
代

初
期

頃
か

ら
安

芸
国

（
広

島
県

）
と

周
防

国
（

山
口

県
）

の
「

国
分

け
の

川
」

と
し

て
、

度
々

領
地

紛
争

が
繰

り
返

さ
れ

て
き

た
歴

史
を

持
つ

。
・

享
和

元
年

（
1

8
0

1
年

）
に

国
境

確
定

以
降

は
活

発
に

干
拓

が
進

め
ら

れ
、

近
年

は
、

河
口

部
に

お
い

て
全

国
の

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

の
先

駆
け

と
な

る
「

大
竹

・
岩

国
石

油
化

学
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
」

の
発

展
に

よ
り

、
物

流
や

人
々

の
交

流
も

盛
ん

に
な

っ
て

い
る

。
・

河
口

部
を

除
き

、
現

在
で

も
豊

か
な

自
然

や
、

昔
か

ら
続

く
左

右
岸

異
な

る
文

化
が

存
在

し
て

い
る

ほ
か

、
子

ど
も

達
の

健
や

か
な

成
長

を
祈

る
独

特
の

風
習

で
あ

る
「

ひ
な

流
し

」
も

今
な

お
続

い
て

い
る

。

上 流 部

下
流

部

瀬
戸

内
海

大
竹

市

岩
国

市

飯
山

貯
水

池

宮
島

基
準

地
点
（
高
水
）

両
国

橋
（
り
ょ
う
ご
く
ば
し
）

大
峯

山
（
1
,0
5
0m

)
▲

▲
羅

漢
山

(1
,1
0
9m

) 山
口
県

広
島
県

渡
ノ
瀬

ダ
ム
（
利
）

小
瀬

川
ダ
ム

弥
栄

ダ
ム

廿
日

市
市

和
木

町

基
準

地
点
（
低
水
）

防
鹿

（
ぼ
う
ろ
く
）

流
域
界

県
境

市
町
村
界

想
定
氾
濫
区
域

鉄
道

高
速
道
・
国
道

大
臣
管
理
区
間

飯
山

●

鬼
ヶ
城

山
(1
,0
3
1m

)
▲

お
に

が
じ

ょ
う

や
ま

お
お
み
ね

や
ま

ら
か

ん
ざ

ん

や
さ
か

わ
た

の
せ

は
つ
か
い

ち

い
い

の
や

ま

18
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２
－

１
．

小
瀬

川
水

系
の

現
状

及
び

利
用

状
況

・
中

流
部

で
は

、
広

島
・

山
口

県
指

定
名

勝
の

「
弥

栄
峡

」
や

広
島

県
指

定
天

然
記

念
物

の
「

栗
谷

の
蛇

喰
磐

」
な

ど
の

特

異
な

河
川

景
観

が
見

ら
れ

、
河

岸
の

露
岸

地
に

は
キ

シ
ツ

ツ
ジ

や
ツ

ゲ
が

点
在

す
る

。

・
下

流
部

は
、

流
れ

が
穏

や
か

で
瀬

淵
が

連
続

し
て

お
り

、
ア

ユ
の

産
卵

場
と

な
っ

て
い

る
瀬

が
見

ら
れ

る
。

護
岸

や
水

辺

の
楽

校
が

整
備

さ
れ

、
伝

統
行

事
「

ひ
な

流
し

」
が

行
わ

れ
る

な
ど

、
地

域
住

民
が

川
に

親
し

む
場

と
な

っ
て

い
る

。

・
河

口
部

で
は

、
干

潮
時

に
干

潟
が

出
現

し
、

潮
干

狩
り

の
場

と
し

て
利

用
さ

れ
る

ほ
か

、
春

先
に

は
シ

ロ
ウ

オ
漁

が
行

わ

れ
て

い
る

。
大

和
橋

付
近

で
は

夏
に

花
火

大
会

が
開

催
さ

れ
る

ほ
か

、
河

川
管

理
用

通
路

を
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
ロ

ー
ド

と
し

て
利

用
す

る
市

民
が

多
く

見
ら

れ
る

。

ひ
な
流

し

川
ま
つ
り
花

火
大

会
(和

木
町

H
P
よ
り
)

弥
栄

峡

中
津

原
水

辺
の

楽
校

潮
干

狩
り

栗
谷

の
蛇

喰
磐

で
の

水
遊

び

河
口

部

中
流

部

下
流

部

渡
ノ

瀬
ダ
ム
(電

)
小

瀬
川

ダ
ム
(協

) 弥
栄

ダ
ム
(国

)

J
R
山

陽
本
線

玖
島

川
玖

島
川

小 瀬 川小 瀬 川

小
瀬

川
小

瀬
川

国
道

2
号
線

大
竹

市

山
口

県

広
島

県

両
国

橋
両

国
橋

大
臣
管
理
区
間
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２
－

２
．

小
瀬

川
水

系
の

河
川

環
境

に
関

す
る

課
題

車
の

多
い

堤
防

道
路

の
利

用
（

大
竹

地
区

）

◆
河

川
空

間
利

用

・
河

口
部

の
川

沿
い

は
、

散
歩

や
ジ

ョ
ギ

ン
グ

等
、

地
域

住

民
の

交
流

や
健

康
づ

く
り

の
場

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

が
、

川
沿

い
に

は
交

通
量

の
多

い
堤

防
沿

い
の

道
路

の
ほ

か
に

歩
行

空
間

が
な

い
た

め
、

危
険

と
隣

り
合

わ
せ

の
状

況
に

な
っ

て
い

る
。

・
下

流
部

で
は

、
「

小
瀬

川
の

渡
し

場
」

や
「

吉
田

松
陰

の

歌
碑

」
な

ど
の

文
化

財
が

存
在

し
、

「
中

津
原

水
辺

の
楽

校
」

な
ど

が
整

備
さ

れ
て

い
る

が
、

水
辺

で
は

雑
草

や
雑

木
が

繁
茂

す
る

な
ど

、
沿

川
地

域
か

ら
水

辺
や

河
川

敷
へ

近
づ

き
に

く
く

な
っ

て
い

る
。

水
辺

に
近

づ
き

に
く

い
護

岸
（

小
瀬

地
区

）
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穂
仁

原
水

辺
の

楽
校

（
ひ

な
な

が
し

）

小
瀬

川
で

は
こ

れ
ま

で
環

境
整

備
事

業
と

し
て

、
水

辺
整

備
事

業
（

穂
仁

原
水

辺
の

楽
校

：
H

1
8

年
度

完
成

、
中

津
原

水
辺

の
楽

校
：

H
1

4
年

度
完

成
）

を
実

施
し

て
い

る
。

整
備

完
了

後
、

水
辺

の
楽

校
で

は
維

持
管

理
も

含
め

近
隣

住
民

の
幅

広
く

利
用

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
環

境
学

習
や

ひ
な

流
し

等
の

伝
統

行
事

に
活

用
さ

れ
て

い
る

。

穂
仁

原
水

辺
の

楽
校

（
グ

ラ
ン

ド
ゴ

ル
フ

）
穂

仁
原

水
辺

の
楽

校
（

整
備

後
）

中
津

原
水

辺
の

楽
校

（
水

生
生

物
調

査
）

中
津

原
水

辺
の

楽
校

（
整

備
後

）
中

津
原

水
辺

の
楽

校
（

維
持

管
理

状
況

）

２
－

３
．

小
瀬

川
水

系
の

こ
れ

ま
で

の
環

境
整

備
事

業
の

取
組

み
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評
価

区
分

N
o
．

河
川

名
事

業
名

市
町

事
業

年
度

事
業

内
容

事
業

費

(百
万

円
)

評
価

手
法

備
考

再 評 価

①
-
1

小
瀬

川
【

水
辺

整
備

】
大

竹
地

区
（

本
町

箇
所

）
河

川
管

理
用

通
路

広
島

県
大

竹
市

H
1

9
～

（
実

施
中

）
河

川
管

理
用

通
路

、
河

川
管

理
用

階
段

、
坂

路
5

2
6

C
V

M
①

-
2

小
瀬

川
【

水
辺

整
備

】
和

木
地

区
河

川
管

理
用

通
路

山
口

県
和

木
町

H
1

4
～

（
実

施
中

）
河

川
管

理
用

通
路

、
河

川
管

理
用

階
段

、
坂

路
4

6
3

①
-
3

小
瀬

川
【

水
辺

整
備

】
大

竹
地

区
（

元
町

箇
所

）
河

川
管

理
用

通
路

広
島

県
大

竹
市

H
1

3
～

H
1

4
護

岸
、

河
川

管
理

用
階

段
、

坂
路

2
6

0

②
小

瀬
川

【
水

辺
整

備
】

小
瀬

地
区

環
境

整
備

山
口

県

岩
国

市
（

計
画

）
護

岸
、

河
川

管
理

用
階

段
、

坂
路

1
1

3
T

C
M

３
．

事
業

内
容

凡
例

緑
：
計

画
（
②

）

赤
：
実

施
中

（
①

-1
・
①
-2
）

黒
：
完

成
（
①

-3
）緑

字
：

計
画

赤
字

：
実

施
中

黒
字

：
完

成

8



４
－

１
．

整
備

内
容

①
-
1

大
竹

地
区

（
本

町
箇

所
）

河
川

管
理

用
通

路
H

1
9

～
（

実
施

中
）

①
-
2

和
木

地
区

河
川

管
理

用
通

路
H

1
4

～
（

実
施

中
）

①
-
3

大
竹

地
区

（
元

町
箇

所
）

河
川

管
理

用
通

路
H

1
3

～
H

1
4

整
備

目
的

：
川

沿
い

を
安

全
に

移
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

河
川

管
理

用
通

路

な
ど

を
整

備
す

る
。

現
状

と
課

題
：

小
瀬

川
河

口
部

の
大

竹
地

区
（

本
町

箇
所

・
元

町
箇

所
）

、
和

木
地

区
の

川
沿

い
は

、
散

歩
や

ジ
ョ

ギ
ン

グ
等

、
地

域
住

民
の

方
の

交
流

や
健

康
づ

く
り

の
場

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
川

沿
い

に
は

交
通

量
の

多
い

堤
防

沿
い

の
道

路
の

ほ
か

に
歩

行
空

間
が

な
い

た
め

、
安

全
に

河
川

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

整
備

内
容

：
護

岸
、

河
川

管
理

用
通

路
、

河
川

管
理

用
階

段
、

坂
路

事
業

の
効

果
：

交
通

量
が

多
い

堤
防

道
路

で
は

な
く

、
河

川
管

理
用

通
路

を
利

用
す

る
こ

と
に

よ
り

安
全

に
河

川
沿

い
を

移
動

で
き

る
。

事
業

費
：

1
,2

4
9

百
万

円

事
業

の
効

果
・

交
通

量
が

多
い

堤
防

道
路

で
は

な
く

、
河

川
管

理
用

通
路

を
利

用
す

る
こ

と
に

よ
り

安
全

に
河

川
沿

い
を

移
動

で
き

る
。

・
河

川
管

理
用

通
路

の
整

備
に

よ
り

、
中

市
堰

～
栄

橋
（

国
道

2
号

）
に

お
い

て
水

辺
利

用
の

連
続

性
が

確
保

さ
れ

、
利

用
す

る
方

の
川

へ
の

親
し

み
が

増
す

。

【
整

備
前

】
【
整

備
後

】

・
河

川
管

理
用

通
路

を
整

備
す

る
前

は
、

車
が

多
く

歩
道

も
な

い
堤

防
道

路
を

利
用

す
る

た
め

、
安

全
に

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

・
河

川
管

理
用

通
路

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
安

全
に

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
整

備
箇

所
で

は
散

策
や

ウ
オ

ー
キ

ン
グ

等
で

利
用

さ
れ

て
い

る
。

大
竹

地
区

（
元

町
箇

所
）

整
備

前
の

状
況

河
川

管
理

用
通

路
が

整
備

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
歩

い
て

い
る

そ
ば

を
車

が
通

り
危

険

平
成

1
3

年
4

月
撮

影
平

成
2

5
年

1
1

月
撮

影

大
竹

地
区

（
元

町
箇

所
）

整
備

後
の

状
況

河
川

管
理

用
通

路
が

整
備

さ
れ

、
歩

行
者

の
み

の
通

行
と

な
る

た
め

安
全

整
備

済

整
備

中
整

備
中

和
木

地
区

河
川

管
理

用
通

路
(整

備
中

)

大
竹

地
区

(元
町

箇
所

)
河

川
管

理
用

通
路

(整
備

済
)

大
竹

地
区

(本
町

箇
所

)
河

川
管

理
用

通
路

(整
備

中
)

栄
橋

小
瀬
川
橋
梁

中
市
堰

大
和
橋

整
備

済

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

ロ
ー

ド

箇
所

名
事

業
年

度
事

業
内

容
事

業
費

（
百

万
円

）

大
竹

地
区

（
本

町
箇

所
）

H
1

9
～

（
実

施
中

）
河

川
管

理
用

通
路

、
河

川
管

理
用

階
段

、
坂

路
5

2
6

和
木

地
区

H
1

4
～

（
実

施
中

）
河

川
管

理
用

通
路

、
河

川
管

理
用

階
段

、
坂

路
4

6
3

大
竹

地
区

（
元

町
箇

所
）

H
1

3
～

H
1

4
護

岸
、

河
川

管
理

用
階

段
、

坂
路

2
6

0
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４
－

１
．

整
備

内
容

②
小

瀬
地

区
環

境
整

備
（

計
画

）

整
備

目
的

：
安

全
に

水
辺

に
近

づ
く

こ
と

が
で

き
る

河
川

管
理

用

階
段

や
坂

路
な

ど
を

整
備

す
る

。
現

状
と

課
題

：
小

瀬
地

区
は

、
山

陽
道

を
下

っ
て

安
芸

（
広

島
県

）
か

ら
周

防
（

山
口

県
）

に
入

る
関

所
に

位
置

し
、

「
小

瀬
川

の
渡

し
場

」
や

「
吉

田
松

陰
の

歌
碑

」
な

ど
の

文
化

財
を

含
め

、
数

多
く

の
利

用
が

あ
る

。
し

か
し

、
河

川
敷

に
は

雑
草

な
ど

が
繁

茂
し

て
い

て
、

安
全

に
水

辺
を

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

整
備

内
容

：
護

岸
、

河
川

管
理

用
階

段
、

坂
路

事
業

の
効

果
：

雑
草

や
雑

木
が

繁
茂

し
て

い
る

水
辺

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

安
全

に
水

辺
の

利
用

が
で

き
る

事
業

費
：

1
1

3
百

万
円

事
業

の
効

果
・

雑
草

や
雑

木
が

繁
茂

し
て

い
る

水
辺

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

安
全

に
水

辺
の

利
用

が
で

き
る

。

【
整

備
前

】

・
河

川
管

理
用

通
路

を
整

備
す

る
前

は
、

車
が

多
く

歩
道

も
な

い
堤

防
道

路
を

利
用

す
る

た
め

、
安

全
に

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

【
整

備
後

】

・
河

川
管

理
用

通
路

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
安

全
に

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

完
成

予
想

図

整
備

後
の

イ
メ

ー
ジ

河
川

管
理

用
階

段
や

坂
路

が
整

備
さ

れ
、

安
全

に
利

用
で

き
る

吉
田

松
蔭

の
歌

碑

小
瀬

地
区
環

境
整

備

小
瀬
小
学

校

旧
山

陽
道

計
画

箇
所

の
状

況

雑
草

や
雑

木
が

繁
茂

し
、

安
全

に
利

用
で

き
な

い

事
業

実
施

予
定

箇
所

吉
田

松
蔭

の
歌

碑
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（
１

）
費

用
便

益
比

（
Ｂ

/
Ｃ

）
算

定
の

流
れ

費
用
便
益
比
（
B
/
C
）
算
定
の
流
れ

総
便
益
【
B
】

総
費

用
【
C
】

調
査
範
囲
の
設
定

年
便

益
の

算
定

・
残

存
価
値

の
設
定

総
便

益
【
B
】
の

算
定

総
建

設
費

の
算

定

維
持

管
理

費
の

設
定

総
費

用
【

C
】

の
算

定

費
用

便
益

比
【
B
/
C
】
の

算
定

Ｃ
Ｖ

Ｍ
（
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
支

払
意
思

額
の
調
査
）

①
-
1
 
大
竹
地
区
（
本
町
箇
所
）

河
川
管
理
用
通
路

①
-
2
 
和
木
地
区

河
川
管
理
用

通
路

①
-
3
 
大
竹
地
区
（
元
町
箇
所
）

河
川
管
理
用
通
路

Ｔ
Ｃ
Ｍ
（
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
利
用
頻
度
、
旅
行
費
用
の

調
査
）

②
小
瀬
地
区
環
境
整
備

４
－

２
．

費
用

対
効

果
分

析

●
調

査
範

囲
の

設
定

方
針

：
下

記
の

理
由

か
ら

前
回

調
査

時
（

H
2

3
）

結
果

を
踏

襲
す

る
。

①
前

回
調

査
範

囲
の

人
口

、
世

帯
数

や
、

事
業

箇
所

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
改

善
さ

れ
る

道
路

整
備

等
、

流
域

や
近

隣
の

社
会

環
境

に
つ

い
て

、
前

回
調

査
を

実
施

し
た

平
成

２
３

年
度

か
ら

大
き

な
変

化
が

な
く

、
利

用
圏

域
が

大
き

く
変

化
し

て
い

な
い

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

。

②
前

回
調

査
を

実
施

し
た

平
成

２
３

年
度

か
ら

整
備

内
容

に
大

き
な

変
更

が
な

い
こ

と
か

ら
、

住
民

の
認

知
度

等
に

対
す

る
考

え
方

が
変

化
し

て
い

な
い

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

。
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４
－

２
．

費
用

対
効

果
分

析

●
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
実

施
方

針
①

-
1

 【
水

辺
整

備
】

大
竹

地
区

（
本

町
箇

所
）

河
川

管
理

用
通

路
、

①
-
2

 【
水

辺
整

備
】

和
木

地
区

河
川

管
理

用
通

路

①
-
3

 【
水

辺
整

備
】

大
竹

地
区

（
元

町
箇

所
）

河
川

管
理

用
通

路
（

C
V

M
）

：
下

記
の

理
由

か
ら

今
回

、
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

、
今

回
評

価
の

便
益

算
定

を
行

う
。

・
前

回
評

価
時

か
ら

整
備

が
進

捗
し

て
お

り
、

残
事

業
費

が
変

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

適
正

に
再

評
価

を
実

施
す

る

必
要

が
あ

る
た

め
。

②
【

水
辺

整
備

】
小

瀬
地

区
環

境
整

備
（

Ｔ
Ｃ

Ｍ
）

：
下

記
の

理
由

か
ら

、
前

回
評

価
時

の
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

を
踏

襲
す

る
と

と
も

に
、

今
回

評
価

の
便

益
と

す
る

。

・
前

回
評

価
時

か
ら

事
業

が
進

捗
し

て
お

ら
ず

、
事

業
費

、
需

要
量

（
人

口
、

世
帯

数
）

に
大

き
な

変
化

が
な

い
た

め
。

●
便

益
の

計
測

「
河

川
に

係
わ

る
環

境
整

備
の

経
済

評
価

の
手

引
き

H
2

2
.3

」
に

基
づ

き
、

評
価

を
行

っ
た

。

◆
C

V
M

（
仮

想
市

場
法

）
の

場
合

⇒
年

便
益

＝
1

世
帯

当
た

り
の

1
年

間
の

支
払

意
思

額
（

W
T

P
）

×
集

計
世

帯
数

◆
T

C
M

（
ト

ラ
ベ

ル
コ

ス
ト

法
）

の
場

合

⇒
整

備
前

後
の

利
用

頻
度

、
旅

行
費

用
の

需
要

曲
線

を
推

定
し

、
整

備
前

後
の

需
要

曲
線

の
差

分
を

年
便

益
（

消
費

者
余

剰
）

と
し

て
計

測
す

る
。
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４
－

２
．

費
用

対
効

果
分

析

（
２

）
調

査
範

囲
（

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

（
C

V
M

）

C
V

M
（

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

支
払

意
思

額
の

調
査

）
・

郵
送

に
よ

る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
。

（
平

成
2

6
年

8
月

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
）

・
当

事
業

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
る

効
果

を
掲

示
し

、
多

段
階

二
項

選
択

（
８

段
階

）
を

採
用

し
て

整
備

を
行

う

た
め

の
支

払
意

思
額

（
Ｗ

Ｔ
Ｐ

)を
問

う
。

・
得

ら
れ

た
有

効
回

答
か

ら
、

当
事

業
の

支
払

意
思

額
（

Ｗ
Ｔ

Ｐ
）

を
求

め
る

。

・
年

便
益

は
「

Ｗ
Ｔ

Ｐ
×

１
２

ヶ
月

×
受

益
世

帯
数

」
に

よ
り

算
定

。

【
こ
れ

ら
の

事
業

が
実

施
さ
れ

る
た
め
に
、

あ
な
た
は

毎
月

い
く
ら
支

払
っ
て
も
良

い
と
思

い
ま
す
か

】

①
-
1

 大
竹

地
区

（
本

町
箇

所
）

河
川

管
理

用
通

路
、

①
-
2

. 
和

木
地

区
河

川
管

理
用

通
路

①
-
3

. 
大

竹
地

区
（

元
町

箇
所

）
河

川
管

理
用

通
路

⇒
 前

回
評

価
時

（
Ｈ

2
3

）
の

結
果

を
用

い
た

。
（

利
用

頻
度

が
高

い
人

の
居

住
地

域
で

あ
る

事
業

箇
所

か
ら

5
k
m

の
世

帯
を

対
象

）

大
竹

地
区

（
本

町
箇

所
）

大
竹

地
区

（
元

町
箇

所
）

和
木

地
区

全
体

事
業

残
事

業

配
布

数
2

,2
0

0
2

,2
0

0

回
収

数
7

1
2

7
1

2

回
収

率
3

2
.4

%
3

2
.4

%

有
効

回
答

数
3

8
4

3
8

0

有
効

回
答

率
5

3
.9

%
5

3
.4

%

【
ア
ン
ケ
ー
ト
回

収
率

・
有

効
回

答
率

】

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
00
%

0
5
0
0

1
00
0

1
50
0

2
00
0

2
50
0

賛同率

支
払
い
意

志
額

(円
/月

/世
帯

)

実
測
値

推
定
曲

線

最
大

提
示

額
で

裾
切

り

全
体

事
業

3
0

2
円

/
月

/
世

帯

【
支

払
意

志
額

（
全

体
事

業
）
】

（
年

便
益

）

【
全

体
事

業
】

9
0

.0
百

万
円

/
年

（
＝

3
0

2
円

/
月

/
世

帯
×

1
2

ヶ
月

×
2

4
,8

3
9

世
帯

）

【
残

事
業

】
8

3
.5

百
万

円
/
年

（
＝

2
8

0
円

/
月

/
世

帯
×

1
2

ヶ
月

×
2

4
,8

3
9

世
帯

）

（
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

）

①
-
1

 大
竹

地
区

（
本

町
箇

所
）

河
川

管
理

用
通

路
、

①
-
2

 和
木

地
区

河
川

管
理

用
通

路
、

①
-
３

大
竹

地
区

（
元

町
箇

所
）

河
川

管
理

用
通

路

【
全

体
事

業
】

支
払

意
志

額
(W

T
P

)＝
3

0
2

円
/
月

/
世

帯
、

【
残

事
業

】
支

払
意

志
額

(W
T

P
)＝

2
8

0
円

/
月

/
世

帯
、

受
益

世
帯

数
2

4
,8

3
9

世
帯

凡
例

流
域

界

市
町

村
界

旧
市

町
村
界

本
ア
ン
ケ
ー
ト
範

囲

便
益

算
定
範

囲
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４
－

２
．

費
用

対
効

果
分

析

（
３

）
調

査
範

囲
（

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

（
T

C
M

）

・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

か
ら

利
用

者
の

来
訪

距
離

別
に

ゾ
ー

ン
を

設
定

。

（
平

成
2

3
年

9
月

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
）

・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

か
ら

各
ゾ

ー
ン

ご
と

に
交

通
手

段
別

の
利

用
頻

度
、

旅
行

費
用

（
ト

ラ
ベ

ル
コ

ス
ト

）

を
算

定
。

・
整

備
前

後
の

需
要

関
数

を
求

め
、

そ
の

差
分

を
年

便
益

（
消

費
者

余
剰

）
と

す
る

。

（
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

・
回

収
状

況
）

配
布

数
回

収
数

回
収

率
有

効
回

答
数

有
効

回
答

率

【
小

瀬
地

区
環

境
整

備
】

1
,4

0
0

5
9

2
4

2
.3

%
5

4
9

9
2

.7
%

②
小

瀬
地

区
環

境
整

備
⇒

 前
回

評
価

時
（

Ｈ
2

3
）

の
結

果
を

用
い

た
。

（
利

用
者

が
確

認
さ

れ
て

い
る

３
市

１
町

を
対

象
）

Ｔ
Ｃ

Ｍ
（

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

利
用

頻
度

、
旅

行
費

用
の

調
査

）

【
各

事
業

の
整

備
前

後
の

消
費

者
余

剰
（
単

年
度

便
益

）
を
算

定
】

◆
利

用
頻

度
と

ト
ラ

ベ
ル

コ
ス

ト
の

関
数

曲
線

を
用

い
て

、
ゾ

ー
ン

ご
と

に
仮

想
料

金
を

設
定

し
仮

想
料

金
ご

と
の

利
用

者
数

を
求

め
、

各
ゾ

ー
ン

の
総

和
に

よ
っ

て
得

ら
れ

た
値

に
よ

り
需

要
曲

線
（

需
要

関
数

）
を

推
計 【
水

辺
整

備
】

（
再

評
価

）
年

便
益

額
5

6
百

万
円

小
瀬
地
区

環
境
整
備

ゾ
ー

ン
名

利
用
頻
度

（回
/年

）
旅
行

費
用

（
円

）
年
便

益
（
百

万
円

）
1

40
.1
7

1
17

2
22
.8
9

2
05

3
2
.2
2

4
10

4
1
.6
9

6
01

1
46
.1
0

1
17

2
24
.0
6

2
05

3
3
.2
9

4
10

4
1
.9
3

6
01

整
備
前

整
備
後

39
5
.4

45
1
.8

（
４

）
残

存
価

値
の

設
定

事
業

完
成

後
5

0
年

経
過

時
点

で
の

事
業

箇
所

の
価

値
を

算
定

。

（
５

）
総

便
益

の
算

定
事

業
完

成
後

5
0

年
の

年
便

益
総

和
に

残
存

価
値

を
加

え
算

定
（

社
会

的
割

引
率

（
4

%
）

を
用

い
現

在
価

値
化

し
た

値
）

。

凡
例

流
域
界

市
町
村

界

旧
市
町

村
界

本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
範

囲

：
ゾ

ー
ン

1
：
ゾ

ー
ン

2
：
ゾ

ー
ン

3
：
ゾ

ー
ン

4

対
象
市

町
名

大
竹

市
、

和
木

町
、

岩
国

市
（

旧
錦

町
除

く
）

、
廿

日
市

市
（

旧
吉

和
村

・
旧

宮
島

町
除

く
）

2
0
㎞

仮
想

料
金

(円
)

1
0

0
0

5
0

0 0
利

用
者

数
(人

)

1
0

0
2

0
0

整
備

後

整
備

前

「
事

業
実

施
有

り
」

と
「

事
業

実
施

無
し

」
の

二
次

需
要

曲
線

か
ら

消
費

者
余

剰
を

算
定

し
、

「
事

業
実

施
有

り
」

と
「

事
業

実
施

無
し

」
の

消
費

者
余

剰
の

差
（

左
図

の
斜

線
部

）
を

年
便

益
と

し
て

算
出
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-
40

0

-
30

0

-
20

0

-
10

00

1
00

2
00

3
00

4
00

（
百

万
円
）

便
益
B

費
用
C
（
事
業
費

）

費
用
C
（
維

持
管
理
費
）

便
益
B
（
現
在
価
値

化
）

費
用
C
（
現

在
価
値
化
）

評
価

基
準
年

（
H
2
6
）

便益B 費用C

年
便

益
整

備
期

間
（
H
1
3
～

H
3
2
）

整
備

期
間
終

了
後

の
評
価

期
間

5
0
年

（
H
3
3
～

H
8
2
）

再
評
価
【
全
体
事

業
】

事
業

費

維
持
管

理
費

事
業

期
間

（
H
1
3
～
H
3
5
）

-
0.
5

-
0.
4

-
0.
3

-
0.
2

-
0.
1

0
.0

H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30
H31
H32
H33
H34
H35
H36
H37
H38
H39
H40
H41
H42
H43
H44
H45
H46
H47
H48
H49
H50
H51
H52
H53
H54
H55
H56
H57
H58
H59
H60
H61
H62
H63
H64
H65
H66
H67
H68
H69
H70
H71
H72
H73
H74
H75
H76
H77
H78
H79
H80
H81
H82

（
百
万

円
）

費
用

C
（
維
持
管
理
費

）

費
用

C
（
維
持
管
理
費

（現
在
価
値

化
））

維
持

管
理

費
拡

大
図

（
６

）
費

用
便

益
比

（
B

／
C

）
の

算
出

方
法

再
評

価
【

全
体

事
業

】

【
便

益
の

整
理

】
・

評
価

期
間

中
に

発
現

す
る

便
益

を
社

会
的

割
引

率
（

４
％

）
で

割
り

引
い

た
上

で
集

計
・

評
価

期
間

後
に

生
じ

る
残

存
価

値
を

算
定

【
費

用
の

整
理

】
・

既
投

資
額

に
つ

い
て

は
デ

フ
レ

ー
タ

及
び

社
会

的
割

引
率

（
４

％
）

で
割

り
増

し
に

よ
っ

て
現

在
価

値
化

し
、

今
後

見
込

ま
れ

る
事

業
費

、
維

持
管

理
費

に
つ

い
て

は
社

会
的

割
引

率
（

４
％

）
に

よ
っ

て
割

り
引

い
た

上
で

集
計

対
象

箇
所

：
①

-
1

. 
大

竹
地

区
（

本
町

箇
所

）
河

川
管

理
用

通
路

、
①

-
2

. 
和

木
地

区
河

川
管

理
用

通
路

①
-
3

. 
大

竹
地

区
（

元
町

箇
所

）
河

川
管

理
用

通
路

、
②

. 
小

瀬
地

区
環

境
整

備

４
－

２
．

費
用

対
効

果
分

析
（

再
評

価
）

項
目

全
体

事
業

便
益

(B
1

)
2

,6
7

7
百

万
円

残
存

価
値

(B
2

)
1

1
百

万
円

総
便

益
(B

=
B

1
+
B

2
)

2
,6

8
8

百
万

円

建
設

費
(C

1
)

1
,7

9
1

百
万

円

維
持

管
理

費
(C

2
)

7
百

万
円

総
費

用
(C

=
C

1
+
C

2
)

1
,7

9
8

百
万

円

便
益

比
(B

/
C

)
1

.5

維 持 管 理 費 拡 大
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-
40

0

-
30

0

-
20

0

-
10

00

1
00

2
00

3
00

4
00

（
百

万
円

）

便
益
B

費
用
C
(事

業
費
)

費
用
C
（
維

持
管
理
費
）

便
益
（
現
在
価
値
化

）

費
用
C
（
現

在
価
値
化
）

便益B 費用C

年
便

益
整

備
期

間
（
H
2
7
～

H
3
2
）

整
備

期
間

終
了
後

の
評

価
期
間

5
0
年
（
H
3
3
～

H
8
2
）

再
評
価
【
残
事
業
】

維
持

管
理

費

事
業
費

事
業

期
間

（
H
2
7
～

H
3
5
）

-
0.
5

-
0.
4

-
0.
3

-
0.
2

-
0.
1

0
.0

H27

H28

H29

H30

H31

H32

H33

H34

H35

H36

H37

H38

H39

H40

H41

H42

H43

H44

H45

H46

H47

H48

H49

H50

H51

H52

H53

H54

H55

H56

H57

H58

H59

H60

H61

H62

H63

H64

H65

H66

H67

H68

H69

H70

H71

H72

H73

H74

H75

H76

H77

H78

H79

H80

H81

H82

（
百

万
円

）

費
用

C
（
維

持
管

理
費

）

費
用

C
（
維

持
管

理
費

（
現
在

価
値

化
）
）

維
持

管
理

費
拡

大
図

再
評

価
【

残
事

業
】

【
便

益
の

整
理

】
・

評
価

期
間

中
に

発
現

す
る

便
益

を
社

会
的

割
引

率
（

４
％

）
で

割
り

引
い

た
上

で
集

計
・

評
価

期
間

後
に

生
じ

る
残

存
価

値
を

算
定

【
費

用
の

整
理

】
・

今
後

見
込

ま
れ

る
事

業
費

、
維

持
管

理
費

に
つ

い
て

は
社

会
的

割
引

率
（

４
％

）
に

よ
っ

て
割

り
引

い
た

上
で

集
計

対
象

箇
所

：
①

-
1

. 
大

竹
地

区
（

本
町

箇
所

）
河

川
管

理
用

通
路

①
-
2

. 
和

木
地

区
河

川
管

理
用

通
路

②
. 
小

瀬
地

区
環

境
整

備

４
－

２
．

費
用

対
効

果
分

析
（

再
評

価
）

項
目

残
事

業

便
益

(B
1

)
2

,5
5

1
百

万
円

残
存

価
値

(B
2

)
5

百
万

円

総
便

益
(B

=
B

1
+
B

2
)

2
,5

5
7

百
万

円

建
設

費
(C

1
)

3
2

9
百

万
円

維
持

管
理

費
(C

2
)

4
百

万
円

総
費

用
(C

=
C

1
+
C

2
)

3
3

2
百

万
円

便
益

比
(B

/
C

)
7

.7

維 持 管 理 費 拡 大
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（
７

）
費

用
対

効
果

分
析

結
果

（
再

評
価

）

評
価

期
間

を
事

業
完

成
後

50
年

間
と

し
、

現
在

価
値

化
を

行
っ

た
。

◇
総

便
益

・
【

水
辺

整
備

】
全

体
事

業
：

2
,6

8
8

百
万

円
残

事
業

：
2

,5
5

7
百

万
円

（
※

）
総

便
益

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
年

便
益

総
和

に
、

社
会

的
割

引
率

（
4%

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
も

の
に

残
存

価
値

を
加

え
た

値
。

（
※

）
総

費
用

は
、

総
事

業
費

に
50

ヶ
年

の
維

持
管

理
費

を
加

え
、

社
会

的
割

引
率

（
4%

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
値

。
（
※

）
維

持
管

理
費

は
、

実
績

等
を

基
に

設
定

し
た

。

◇
総

費
用

・
【

水
辺

整
備

】
全

体
事

業
：

1
,7

9
8

百
万

円
残

事
業

：
3

3
2

百
万

円

◇
費

用
便

益
比

（
B

／
C

）
・

【
水

辺
整

備
】

全
体

事
業

：
1

.5
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 残

事
業

：
7

.7

４
－

２
．

費
用

対
効

果
分

析
（

再
評

価
）
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（
１

）
再

評
価

の
視

点

・
沿

川
の

大
竹

市
、

岩
国

市
、

和
木

町
の

人
口

は
、

平
成

2
2

年
現

在
で

合
計

約
1

7
.9

万
人

で
あ

り
、

今
後

高
齢

化
等

に
よ

り
大

き
く

減
少

す
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
て

い
る

。
・

整
備

箇
所

は
散

策
等

の
健

康
増

進
の

場
、

水
に

親
し

む
場

と
し

て
多

く
の

住
民

に
利

用
さ

れ
て

お
り

、
よ

り
安

全
に

水
辺

が
利

用
で

き
る

よ
う

な
整

備
が

望
ま

れ
て

い
る

。

①
事

業
の

必
要

性
等

の
視

点

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

③
コ

ス
ト

縮
減

や
代

替
案

立
案

等
の

可
能

性

・
予

定
事

業
に

つ
い

て
、

関
係

機
関

や
住

民
等

の
意

見
を

取
り

入
れ

な
が

ら
実

施
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
今

後
事

業
進

捗
す

る
上

で
支

障
は

な
い

。

・
水

辺
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

近
隣

の
別

工
事

で
発

生
す

る
土

砂
を

盛
土

へ
流

用
す

る
こ

と
等

に
よ

り
コ

ス
ト

の
縮

減
を

図
る

。
・

ま
た

、
除

草
作

業
や

清
掃

な
ど

は
、

地
域

住
民

と
の

協
力

体
制

を
確

立
す

る
こ

と
に

よ
り

コ
ス

ト
の

縮
減

を
図

る
。

【
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

】

・
上

記
の

各
視

点
に

よ
り

、
事

業
の

必
要

性
、

重
要

性
は

変
わ

ら
な

い
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

継
続

実
施

が
妥

当
で

あ
る

。
・

今
後

の
事

業
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

地
域

と
協

力
体

制
を

確
立

す
る

と
と

も
に

、
新

技
術

・
新

工
法

等
を

活
用

し
、

コ
ス

ト
縮

減
に

引
き

続
き

取
り

組
み

、
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

事
業

の
執

行
に

努
め

る
。

１
）

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化

費
用

便
益

比
（

H
2

6
時

点
）

全
体

事
業

(B
/
C

)＝
1

.5
  

  
 残

事
業

(B
/
C

)＝
7

.7

２
）

事
業

の
投

資
効

果

・
事

業
の

進
捗

率
は

、
7

2
.8

％
（

事
業

費
ベ

ー
ス

）
で

あ
る

。
（

総
事

業
費

1
3

.6
億

円
の

う
ち

、
整

備
済

み
は

9
.9

億
円

）

３
）

事
業

の
進

捗
状

況

（
２

）
県

へ
の

意
見

照
会

結
果

・
広

島
県

：
異

存
は

あ
り

ま
せ

ん
。

【
継

続
】

・
山

口
県

：
異

存
な

し
。

【
継

続
】４

－
３

．
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）
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金
額

単
位

：
百

万
円

項
目

再
評

価

全
体

事
業

残
事

業

水
辺

整
備

水
辺

整
備

費
用

（
C

）
1

,7
9

8
1

,7
9

8
3

3
2

3
3

2

建
設

費
1

,7
9

1
1

,7
9

1
3

2
9

3
2

9

維
持

管
理

費
7

7
4

4

便
益

（
B

）
2

,6
8

8
2

,6
8

8
2

,5
5

7
2

,5
5

7

便
益

2
,6

7
7

2
,6

7
7

2
,5

5
1

2
,5

5
1

残
存

価
値

1
1

1
1

5
5

費
用

便
益

比
（

Ｂ
／

Ｃ
）

1
.5

1
.5

7
.7

7
.7

※
総

費
用

は
、

総
事

業
費

に
5

0
ヵ

年
の

維
持

管
理

費
を

加
え

、
社

会
的

割
引

率
（

4
％

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
値

。
※

維
持

管
理

費
は

、
実

績
等

を
基

に
設

定
し

た
。

※
総

便
益

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
年

便
益

総
和

に
、

社
会

的
割

引
率

（
4

%
）

を
用

い
現

在
価

値
化

し
た

も
の

に
残

存
価

値
を

加
え

た
値

。

【
参

考
】

費
用

便
益

総
括

表
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前
回

評
価

今
回

評
価

（
H

2
3

再
評

価
）

（
H

2
6

再
評

価
）

事
業

緒
元

及
び

事
業

期
間

【
水

辺
整

備
】

【
水

辺
整

備
】

①
-
1

 大
竹

地
区

（
本

町
箇

所
）

（
H

1
9

～
（

実
施

中
）

）
：

河
川

管
理

用
通

路
・

階
段

、
坂

路
①

-
2

 和
木

地
区

（
H

1
4

～
（

実
施

中
）

）
：

護
岸

、
河

川
管

理
用

階
段

、
坂

路
①

-
3

 大
竹

地
区

（
元

町
箇

所
）

（
H

1
3

～
1

4
）

：
河

川
管

理
用

通
路

・
階

段
、

坂
路

②
小

瀬
地

区
（

計
画

）
：

護
岸

、
河

川
管

理
用

階
段

、
坂

路

①
-
1

 大
竹

地
区

（
本

町
箇

所
）

（
H

1
9

～
（

実
施

中
）

）
：

河
川

管
理

用
通

路
・

階
段

、
坂

路
①

-
2

 和
木

地
区

（
H

1
4

～
（

実
施

中
）

）
：

護
岸

、
河

川
管

理
用

階
段

、
坂

路
①

-
3

 大
竹

地
区

（
元

町
箇

所
）

（
H

1
3

～
1

4
）

：
河

川
管

理
用

通
路

・
階

段
、

坂
路

②
小

瀬
地

区
（

計
画

）
：

護
岸

、
河

川
管

理
用

階
段

、
坂

路

総
事

業
費

（
百

万
円

）
1

,3
4

4
1

,3
6

2

総
費

用
(C

)
（

百
万

円
）

1
,6

2
8

1
,7

9
8

総
便

益
(B

)
（

百
万

円
）

2
,6

7
0

2
,6

8
8

費
用

便
益

比
(B

/
C

)
1

.6
1

.5

【
参

考
】

前
回

評
価

時
と

の
比

較
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・
参
考
と
し
て
、
残
事
業
費
、
残
工
期
、
便
益
を
個
別
に
±
１
０
％
変
動
さ
せ
て
、
費
用
便
益
比
（
B
/
C
）
を
算
定
し
、

感
度
分
析
を
行
っ
た
。

＜
B
/
C
算

定
ケ
ー
ス
（
基

本
２
ケ
ー
ス
、
感

度
分

析
1
2
ケ
ー
ス
）
＞

基
本

残
事
業
費

残
工

期
便

益

＋
10

％
－

10
％

＋
10

％
－

10
％

＋
10

％
－

10
％

全
体
事
業
費
用

便
益

比
(B

/C
)

1.
5

1.
5

1.
5

1.
5

1.
5

1.
6

1.
3

残
事

業
費

用

便
益

比
(B

/C
)

7.
7

7.
0

8.
4

7.
7

7.
7

8.
5

6.
9

【
参

考
】

感
度

分
析

（
再

評
価

）
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（再評価） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小瀬川総合水系環境整備事業 
 

〔費用便益比（B/C）算定等資料〕 
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（様式-1） 

【概要】 

水系・河川名 小瀬川水系 

事業名 小瀬川総合水系環境整備事業 

事業主体 太田川河川事務所 

関係自治体 廿日市市、大竹市、岩国市、和木町 

事業期間 2001 年度～2023 年度（平成 13年度～平成 35年度） 

基準（評価年度） 2014 年度（平成 26年度） 

 

【費用】 

 建設費 維持管理費 合計 

単純合計（実質価格） 1,362 百万円 15 百万円 1,377 百万円 

基準年における現在 

価値合計（Ｃ） 
1,791 百万円 7 百万円 1,798 百万円 

 

【便益】 

 便益 

供用年度 平成 33 年度 

供用年度の単年度便

益（実質価格） 
146.4 百万円 

残存価値 11 百万円 

基準年における現在

価値合計（Ｂ） 
2,688 百万円 

 

【費用便益分析結果】 

費用便益比（ＣＢＲ） 1.5 

純現在価値（ＮＰＶ） 890 百万円 

経済的内部収益率 
（ＥＩＲＲ） 5.5％ 
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（様式-2） 

水系全体 全事業 

（単位：百万円） 

ｔ 平 成 便益 実質価格 現在価値 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値

-13 H13 1.025 1.665 170.0 174.3 290.1 170.0 174.3 290.1

-12 H14 1.039 1.601 190.0 197.4 316.1 190.0 197.4 316.1

-11 H15 1.039 1.539 25.0 26.0 40.0 0.1 0.1 0.2 25.1 26.1 40.1

-10 H16 1.035 1.480 215.0 222.5 329.3 0.1 0.1 0.2 215.1 222.6 329.5

-9 H17 1.030 1.423 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

-8 H18 1.019 1.369 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

-7 H19 1.003 1.316 138.0 138.4 182.2 0.1 0.1 0.1 138.1 138.5 182.3

-6 H20 0.974 1.265 131.0 127.6 161.4 0.1 0.1 0.1 131.1 127.7 161.5

-5 H21 1.005 1.217 84.8 85.3 103.8 0.1 0.1 0.1 84.9 85.4 103.9

-4 H22 1.004 1.170 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

-3 H23 0.991 1.125 24.0 23.8 26.8 0.1 0.1 0.1 24.1 23.9 26.9

-2 H24 1.000 1.082 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

-1 H25 1.000 1.040 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

0 H26 1.000 1.000 12.7 12.7 12.7 0.1 0.1 0.1 12.8 12.8 12.8

1 H27 1.000 0.962 51.0 51.0 49.1 0.1 0.1 0.1 51.1 51.1 49.2

2 H28 1.000 0.925 129.8 129.8 120.1 0.1 0.1 0.1 129.9 129.9 120.2

3 H29 1.000 0.889 77.3 77.3 68.7 0.1 0.1 0.1 77.4 77.4 68.8

4 H30 1.000 0.855 90.0 90.0 77.0 77.0 5.0 5.0 4.3 0.2 0.2 0.2 5.2 5.2 4.4

5 H31 1.000 0.822 90.0 90.0 74.0 74.0 55.7 55.7 45.8 0.2 0.2 0.2 55.9 55.9 45.9

6 H32 1.000 0.790 90.0 90.0 71.1 71.1 45.9 45.9 36.3 0.2 0.2 0.2 46.1 46.1 36.4

7 H33 1.000 0.760 146.4 146.4 111.3 111.3 0.3 0.3 0.2 0.3 0.3 0.2

8 H34 1.000 0.731 146.4 146.4 107.0 107.0 0.3 0.3 0.2 0.3 0.3 0.2

9 H35 1.000 0.703 146.4 146.4 102.9 102.9 6.6 6.6 4.6 0.3 0.3 0.2 6.9 6.9 4.9

10 H36 1.000 0.676 146.4 146.4 99.0 99.0 0.3 0.3 0.2 0.3 0.3 0.2

11 H37 1.000 0.650 146.4 146.4 95.2 95.2 0.3 0.3 0.2 0.3 0.3 0.2

12 H38 1.000 0.625 146.4 146.4 91.5 91.5 0.3 0.3 0.2 0.3 0.3 0.2

13 H39 1.000 0.601 146.4 146.4 88.0 88.0 0.3 0.3 0.2 0.3 0.3 0.2

14 H40 1.000 0.577 146.4 146.4 84.5 84.5 0.3 0.3 0.2 0.3 0.3 0.2

15 H41 1.000 0.555 146.4 146.4 81.3 81.3 0.3 0.3 0.2 0.3 0.3 0.2

16 H42 1.000 0.534 146.4 146.4 78.2 78.2 0.3 0.3 0.2 0.3 0.3 0.2

17 H43 1.000 0.513 146.4 146.4 75.1 75.1 0.3 0.3 0.2 0.3 0.3 0.2

18 H44 1.000 0.494 146.4 146.4 72.3 72.3 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

19 H45 1.000 0.475 146.4 146.4 69.5 69.5 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

20 H46 1.000 0.456 146.4 146.4 66.8 66.8 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

21 H47 1.000 0.439 146.4 146.4 64.3 64.3 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

22 H48 1.000 0.422 146.4 146.4 61.8 61.8 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

23 H49 1.000 0.406 146.4 146.4 59.4 59.4 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

24 H50 1.000 0.390 146.4 146.4 57.1 57.1 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

25 H51 1.000 0.375 146.4 146.4 54.9 54.9 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

26 H52 1.000 0.361 146.4 146.4 52.9 52.9 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

27 H53 1.000 0.347 146.4 146.4 50.8 50.8 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

28 H54 1.000 0.333 146.4 146.4 48.8 48.8 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

29 H55 1.000 0.321 146.4 146.4 47.0 47.0 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

30 H56 1.000 0.308 146.4 146.4 45.1 45.1 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

31 H57 1.000 0.296 146.4 146.4 43.3 43.3 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

32 H58 1.000 0.285 146.4 146.4 41.7 41.7 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

33 H59 1.000 0.274 146.4 146.4 40.1 40.1 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

34 H60 1.000 0.264 146.4 146.4 38.7 38.7 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

35 H61 1.000 0.253 146.4 146.4 37.0 37.0 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

36 H62 1.000 0.244 146.4 146.4 35.7 35.7 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

37 H63 1.000 0.234 146.4 146.4 34.3 34.3 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

38 H64 1.000 0.225 146.4 146.4 32.9 32.9 0.3 0.3 0.1 0.3 0.3 0.1

39 H65 1.000 0.217 146.4 146.4 31.8 31.8 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

40 H66 1.000 0.208 146.4 146.4 30.5 30.5 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

41 H67 1.000 0.200 146.4 146.4 29.3 29.3 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

42 H68 1.000 0.193 146.4 146.4 28.3 28.3 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

43 H69 1.000 0.185 146.4 146.4 27.1 27.1 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

44 H70 1.000 0.178 146.4 146.4 26.1 26.1 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

45 H71 1.000 0.171 146.4 146.4 25.0 25.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

46 H72 1.000 0.165 146.4 146.4 24.2 24.2 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

47 H73 1.000 0.158 146.4 146.4 23.1 23.1 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

48 H74 1.000 0.152 146.4 146.4 22.3 22.3 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

49 H75 1.000 0.146 146.4 146.4 21.4 21.4 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

50 H76 1.000 0.141 146.4 146.4 20.6 20.6 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

51 H77 1.000 0.135 146.4 146.4 19.8 19.8 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

52 H78 1.000 0.130 146.4 146.4 19.0 19.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

53 H79 1.000 0.125 146.4 146.4 18.3 120.3 9.0 27.3 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

54 H80 1.000 0.120 56.4 56.4 6.8 6.8 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0

55 H81 1.000 0.116 56.4 56.4 6.5 6.5 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0

56 H82 1.000 0.111 56.4 56.4 6.3 15.0 2.0 8.2 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0

7,321 7,321 2,677 11 2,688 1,362 1,379 1,791 15 15 7 1,377 1,394 1,798

B 26.88

C 17.98

B/C 1.5

B-C 8.90

5.5%

計③＋④
年度

ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 割 引 率

便益：B 費用：C

合計

残存価値②
計
①+②

建設費③ 維持管理費④便益①

整
備
期
間

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

純現在価値（億円）

経済的内部収益率

費用便益比

総便益（億円）

総費用（億円）

費用便益比
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（様式-2） 

水系全体 残事業 

（単位：百万円） 

ｔ 平 成 便益 実質価格 現在価値 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値

-13 H13 1.025 1.665

-12 H14 1.039 1.601

-11 H15 1.039 1.539

-10 H16 1.035 1.480

-9 H17 1.030 1.423

-8 H18 1.019 1.369

-7 H19 1.003 1.316

-6 H20 0.974 1.265

-5 H21 1.005 1.217

-4 H22 1.004 1.170

-3 H23 0.991 1.125

-2 H24 1.000 1.082

-1 H25 1.000 1.040

0 H26 1.000 1.000

1 H27 1.000 0.962 51.0 51.0 49.1 51.0 51.0 49.1

2 H28 1.000 0.925 129.8 129.8 120.1 129.8 129.8 120.1

3 H29 1.000 0.889 77.3 77.3 68.7 77.3 77.3 68.7

4 H30 1.000 0.855 83.5 83.5 71.4 71.4 5.0 5.0 4.3 0.1 0.1 0.1 5.1 5.1 4.4

5 H31 1.000 0.822 83.5 83.5 68.6 68.6 55.7 55.7 45.8 0.1 0.1 0.1 55.8 55.8 45.9

6 H32 1.000 0.790 83.5 83.5 65.9 65.9 45.9 45.9 36.3 0.1 0.1 0.1 46.0 46.0 36.3

7 H33 1.000 0.760 139.9 139.9 106.3 106.3 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

8 H34 1.000 0.731 139.9 139.9 102.2 102.2 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

9 H35 1.000 0.703 139.9 139.9 98.3 98.3 6.6 6.6 4.6 0.2 0.2 0.1 6.8 6.8 4.8

10 H36 1.000 0.676 139.9 139.9 94.5 94.5 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

11 H37 1.000 0.650 139.9 139.9 90.9 90.9 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

12 H38 1.000 0.625 139.9 139.9 87.4 87.4 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

13 H39 1.000 0.601 139.9 139.9 84.1 84.1 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

14 H40 1.000 0.577 139.9 139.9 80.7 80.7 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

15 H41 1.000 0.555 139.9 139.9 77.6 77.6 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

16 H42 1.000 0.534 139.9 139.9 74.7 74.7 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

17 H43 1.000 0.513 139.9 139.9 71.7 71.7 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

18 H44 1.000 0.494 139.9 139.9 69.1 69.1 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

19 H45 1.000 0.475 139.9 139.9 66.4 66.4 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

20 H46 1.000 0.456 139.9 139.9 63.8 63.8 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

21 H47 1.000 0.439 139.9 139.9 61.4 61.4 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

22 H48 1.000 0.422 139.9 139.9 59.0 59.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

23 H49 1.000 0.406 139.9 139.9 56.8 56.8 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

24 H50 1.000 0.390 139.9 139.9 54.5 54.5 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

25 H51 1.000 0.375 139.9 139.9 52.4 52.4 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

26 H52 1.000 0.361 139.9 139.9 50.5 50.5 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

27 H53 1.000 0.347 139.9 139.9 48.5 48.5 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

28 H54 1.000 0.333 139.9 139.9 46.6 46.6 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

29 H55 1.000 0.321 139.9 139.9 44.9 44.9 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

30 H56 1.000 0.308 139.9 139.9 43.1 43.1 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

31 H57 1.000 0.296 139.9 139.9 41.4 41.4 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

32 H58 1.000 0.285 139.9 139.9 39.9 39.9 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

33 H59 1.000 0.274 139.9 139.9 38.3 38.3 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

34 H60 1.000 0.264 139.9 139.9 36.9 36.9 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

35 H61 1.000 0.253 139.9 139.9 35.4 35.4 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

36 H62 1.000 0.244 139.9 139.9 34.1 34.1 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

37 H63 1.000 0.234 139.9 139.9 32.7 32.7 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

38 H64 1.000 0.225 139.9 139.9 31.5 31.5 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

39 H65 1.000 0.217 139.9 139.9 30.3 30.3 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

40 H66 1.000 0.208 139.9 139.9 29.1 29.1 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

41 H67 1.000 0.200 139.9 139.9 28.0 28.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

42 H68 1.000 0.193 139.9 139.9 27.0 27.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

43 H69 1.000 0.185 139.9 139.9 25.9 25.9 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

44 H70 1.000 0.178 139.9 139.9 24.9 24.9 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

45 H71 1.000 0.171 139.9 139.9 23.9 23.9 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

46 H72 1.000 0.165 139.9 139.9 23.1 23.1 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

47 H73 1.000 0.158 139.9 139.9 22.1 22.1 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

48 H74 1.000 0.152 139.9 139.9 21.3 21.3 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

49 H75 1.000 0.146 139.9 139.9 20.4 20.4 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

50 H76 1.000 0.141 139.9 139.9 19.7 19.7 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

51 H77 1.000 0.135 139.9 139.9 18.9 18.9 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

52 H78 1.000 0.130 139.9 139.9 18.2 18.2 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

53 H79 1.000 0.125 139.9 139.9 17.5 26.6 3.5 20.9 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

54 H80 1.000 0.120 56.4 56.4 6.8 6.8 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0

55 H81 1.000 0.116 56.4 56.4 6.5 6.5 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0

56 H82 1.000 0.111 56.4 56.4 6.3 15.0 2.0 8.2 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0

6,993 6,993 2,551 5 2,557 371 371 329 10 10 4 381 381 332

B 25.57

C 3.32

B/C 7.7

B-C 22.24

28.3%

年度
ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 割 引 率

便益：B 費用：C

便益① 残存価値②

整
備
期
間

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

計
①+②
建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

経済的内部収益率

総費用（億円）

費用便益比

純現在価値（億円）

合計

費用便益比

総便益（億円）
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（様式-3） 

【算出説明書】 

事業概要 

事業目的 

小瀬川は、広島県と山口県の県境に位置し、その源を中国山地の鬼ケ城山に発し、

広島・山口県の県境を南流し、山口県岩国市美和町釜ヶ原と広島県大竹市栗谷町沖ノ

窪の県境で玖島川を合わせ南下し、蛇行しながら東方に流れを転じ、山口県玖珂郡和

木町と広島県大竹市の工業地帯を経て、瀬戸内海に注いでいる。 

小瀬川では、コンビナートが形成されている河口部を除き、現在でも豊かな自然や、

昔から続く左右岸異なる文化が存在しているほか、子ども達の健やかな成長を祈る独

特の風習である「ひな流し」も今なお続いている。 

 

（水辺整備） 
《大竹地区（本町・元町箇所）、和木地区河川管理用通路》 
事業箇所周辺の川沿いは、散歩やジョギング等、地域住民の交流や健康づくりの場

として利用されている。しかし、川沿いには交通量の多い堤防沿いの道路のほかに歩
行空間がないため、危険と隣り合わせの状況になっている。そのため、川沿いを安全
に移動することができる河川管理用通路などを整備する。 
 
《小瀬地区環境整備》 
小瀬地区は、山陽道を下って安芸（広島県）から周防（山口県）に入る関所に位置

し、「小瀬川の渡し場」や「吉田松陰の歌碑」などの文化財を含め、数多くの利用が
ある。数多くの利用がある。また、対岸には「中津原水辺の楽校」が整備されている。
しかし、水辺に降りる河川管理用階段がなく、水辺では雑草や雑木が繁茂するなど、
安全に水辺を利用することができず、対岸の「中津原水辺の楽校」との連携も図られ
ていない。そのため、安全に水辺に近づくことができる河川管理用階段や坂路などを
整備する。 

事業内容 

(事業箇所図) 

（水辺整備） 

・大竹地区（本町箇所）河川管理用通路［H19～（実施中）］ 

   河川管理用通路、河川管理用階段、坂路  

・和木地区河川管理用通路［H14～（実施中）］ 

   河川管理用通路、河川管理用階段、坂路 

・大竹地区（元町箇所）河川管理用通路［H13～H14 年度］ 

   護岸、河川管理用階段、坂路 

・小瀬地区環境整備［計画］ 

   護岸、河川管理用階段、坂路 

 

 

緑字：計画 

赤字：実施中 

黒字：完成 
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（様式-4） 

【算出説明書】 

費用便益比の算定根拠 

便
益 

 

評価手法 大竹地区（本町・元町箇所）河川管理用通路,和木地区河川管理用通路は、利用

価値の他に、地域の水辺への愛着の向上等の非利用価値の向上も見込まれるこ

とから CVM（仮想市場評価法）を用いて評価を行った。（平成 26 年 8 月にアン

ケート実施） 

小瀬地区環境整備は主な便益が水辺整備による利用価値の向上であることから

TCM（トラベルコスト法）を用いて評価を行った。（平成 23 年 9 月にアンケート

実施） 

便益計測期間 H30～H82（単独事業の効果発現時から全事業完了後 50年） 

総便益 ○年便益額＝ 146 百万円 

○残存価値＝ 11 百万円 

総便益 B=Σ単年度便益額/(1＋0.04)ｎ+残存価値=2,688 百万円 

評価範囲 
（評価対象範囲図） 

○便益集計範囲：プレテストの結果を踏まえて設定。 

箇所名 便益帰着範囲 
便益帰着範囲 

の設定根拠 

便益集計範囲 

の市町 

大竹地区（本町箇所）河川管理用通路 

和木地区河川管理用通路 

大竹地区（元町箇所）河川管理用通路 

5km 圏内 

・事業箇所の

利用頻度が

高い人の居

住地域。 

大竹市 

和木町 

岩国市（旧岩

国市） 

小瀬地区環境整備 概ね 20km 圏 

・整備前、整

備後の利用

者の居住範

囲を含む地

域。 

大竹市 

和木町 

岩国市（旧錦

町除く） 

廿日市市（旧

吉和村・旧宮

島町除く） 

 

○アンケートの概要： 

箇所名〔評価方法〕 

配布・ 

回収 

方法 

便益集計範囲 

人口・配布数 

回収数 

回収率 

有効回答数 

有効回答率 

大竹地区（本町箇所）河川管理用通路 

和木地区河川管理用通路 

大竹地区（元町箇所）河川管理用通路 

〔CVM〕 

郵送 
24,839 世帯 

2,200 通 

712 票 

32.4％ 

384 票 

53.9％ 

小瀬地区環境整備〔TCM〕 郵送 
294,800 人 

1,400 通 

592 票 

42.3％ 

549 票 

92.7％ 
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便
益 

評価範囲 
（評価対象範囲図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

費
用 

建設費 1,791 百万円 

維持管理費 7 百万円 

総費用 1,798 百万円 

費用便益比（B/C） 1.5 

その他留意点等  

 

大竹地区(本町箇所)河川管理用通路 

和木地区河川管理用通路 

大竹地区(元町箇所)河川管理用通路 

対象市町村 対象外市町村 

旧周東町 

旧由宇町 

旧玖珂町 

岩国市 

和木町 

旧美川町 

旧本郷村 

旧錦町 

旧吉和村 

大竹市 

廿日市市 

旧大野町 

旧宮島町 

5km圏 

小瀬地区環境整備 

  ：ゾーン1 

  ：ゾーン2 

  ：ゾーン3 

  ：ゾーン4 

対象市町村 対象外市町村 

対象市町名 

大竹市、和木町、岩国市（旧

錦町除く）、廿日市市（旧

吉和村・旧宮島町除く） 

旧周東町 

旧由宇町 

旧玖珂町 

岩国市 

和木町 

旧美川町 

旧本郷村 

旧錦町 

旧吉和村 

大竹市 

廿日市市 

旧大野町 

旧宮島町 

20km圏 

網掛け：便益集計範囲 

網掛け：便益集計範囲 

20km圏 
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（様式-5） 

 

 

河川環境整備事業

事業名

                     

評価年度 H26

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費（水辺整備） 式 1 1,055

本工事費 式 1 1,055

盛土工 m3 6,300 26

護岸 m 2,005 192

高水敷整正 ㎡ 4,990 9

管理用通路 m 2,231 195

管理用階段 箇所 27 29

根固工 ㎡ 13,082 406

排水工 箇所 75 12

その他 式 186 仮設工等

間接経費等（水辺整備） 式 1 307

事業費（水辺整備） 式 1 1,361

維持管理費（水辺整備） 式 1 15

事業費の内訳書

小瀬川総合水系環境整備事業 （全体事業費）

再評価
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（様式-5） 

 

 

河川環境整備事業

事業名

                     

評価年度 H26

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費（水辺整備） 式 1 294

本工事費 式 1 294

盛土工 m3 1,100 6

護岸 m 645 46

高水敷整正 ㎡ 4,990 9

管理用通路 m 560 61

管理用階段 箇所 7 10

根固工 ㎡ 3,082 98

排水工 箇所 15 2

その他 式 1 61 仮設工等

間接経費等（水辺整備） 式 1 77

事業費（水辺整備） 式 1 371

維持管理費（水辺整備） 式 1 10

事業費の内訳書

小瀬川総合水系環境整備事業 （残事業費）

再評価
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CVM 調査結果（大竹地区（本町・元町箇所）、和木地区河川管理用通路） 

 

【事業全体】 

 

(1) アンケート集計数 
配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 抵抗回答 無効回答 

2,200 712 32.4％ 384 53.9％ 151 177 

 

(2) WTP 算定結果 

43
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0%

10%

20%
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40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0 500 1000 1500 2000 2500

賛
同
率

支払い意志額(円/月/世帯)

実測値 推定曲線

WTP平均値
302円/月/世帯
※最大提示額で裾切り

 
 

 

(3) 便益・費用算定結果 

 

年便益(百万円) B(百万円) C(百万円) 

90.0 1,728 1,705 

 

◇B は残存価値を加算した。 

◇年便益＝WTP×12 ヶ月×受益世帯数 

    ＝302×12×24,839 世帯＝90.0 百万円 
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【残事業】 

 

(1) アンケート集計数 
配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 抵抗回答 無効回答 

2,200 712 32.4％ 380 53.4％ 148 184 

 

(2) WTP 算定結果 
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賛
同
率

支払い意志額(円/月/世帯)

実測値 推定曲線

WTP平均値
280円/月/世帯
※最大提示額で裾切り

 
 

 

(3) 便益・費用算定結果 

 

年便益(百万円) B(百万円) C(百万円) 

83.5 1,597 240 

 

◇B は残存価値を加算した。 

◇年便益＝WTP×12 ヶ月×受益世帯数 

    ＝280×12×24,839 世帯＝83.5 百万円 
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TCM 調査結果 （小瀬地区環境整備） 

 

(1) アンケート集計数 

 
箇所名 配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 

小瀬地区環境整備 1,400 592 42.3％ 549 92.7％ 

 

(2) トラベルコスト算定結果 

 

ｿﾞｰﾝ 

＜整備前＞ 

利用頻度 

(回/年) 

＜整備後＞ 

利用頻度 

(回/年) 

旅行 

費用 

(円/回)  

1 40.17 46.10 117 
2 22.89 24.06 205 
3 2.22 3.29 410 
4 1.69 1.93 601 

 

 

(3) 便益・費用算定結果 

 

年便益(百万円) B(百万円) C(百万円) 

56.4 960 93 

 

◇B は残存価値を加算した。 

◇年便益 ＝整備後の消費者余剰―整備前の消費者余剰 

＝451.8 百万円－395.4 百万円 

＝56.4 百万円 
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小瀬川総合水系環境整備事業

〔広島県への意見照会と回答〕
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小瀬川総合水系環境整備事業

〔山口県への意見照会と回答〕

53



54



55



56




